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はじめに	

“Management　Innovation” 



「オープンシステム」
としての⼯工場

• ⼤大量量⽣生産オペレーション安定化の困難性
• オープンシステム：常に問題が発⽣生するのが当たり前

⼯工場

◯技術変換そのものが外乱要因
＋
⼤大量量⽣生産
多品種・多仕様
新旧混在等々

オープンシステム
ヒト・モノ・情報・エネルギー

アウトプット
 　（製品）



ルーティンと現場進化

無機質システム

各⼯工程の資材、⼯工数等の徹底した数字化
標準化・データ測定
→⼈人間的な要素の排除＝ドキュメンテーション

オペレーションの安定
（オープンシステムの制御問題）

有機質システム

改善による標準の改定
→⼈人間的要素のシステム活⽤用

システムの進化問題
（⼈人間活動のシステム化問題）
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マザー体制によるシステム化グローバル統合

安定と進化

無機質システム

無機質システム

無機質システム

有機質システム

安定と進化

無機質システム

無機質システム

無機質システム

有機質システム

安定と進化

無機質システム

無機質システム

無機質システム

有機質システム

⽴立立地A 　 　 　 　 　 　⽴立立地B 　 　 　 　 　 　 　⽴立立地C

安定と進化

無機質システム

無機質システム

無機質システム

有機質システム

「いわゆるマザー」
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グローバル・オペレーション体制
理理想は⾃自律律分散制御だが
• 現実には困難
• 爆発する「情報」インプット
 　 　→マザー機能による処理理の複雑化・煩雑化

いわゆる
マザー

⼯工場
⽴立立地A

⼯工場
⽴立立地B

⼯工場
⽴立立地C

複雑性
不不確実性
への対処
＝情報が鍵
⾒見見えないものを⾒見見る

情報

⽀支援
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